
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                  2020年 1月 20日 

阪神・淡路大震災から２５年 

 ２５年前の１９９５年１月１７日５時４６分、阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震、マグニチュード７．３）が

発生し、6,434名の尊い命が失われました。 

 この地震は地震予知研究ならびに地震観測体制に大きな転機をもたらしました。今回は後者の地震

観測体制について説明したいと思います。 

 阪神大震災以前は、地震観測は基本的に気象庁（当時は運輸省）と大学（当時は文部省）、そして防

災科学技術研究所（当時は科学技術庁）が別々に観測を担っていました。 

 この地震をきっかけに、２つの大きな変化が生じたのです。まずばらばらに管理されていたデータを気

象庁が一括で管理する事になり、気象庁一元化震源カタログというものが作成されるようになりました。

そして最も大きな変化は、防災科学技術研究所が Hi-net(高感度地震観測網)の整備を開始したことで

す。Hi-netの誕生により、日本は世界でも最高レベルの地震観測網を持つに至ったのです（それまで

の地震観測点が３００点程度だったものが、１２００点ほどとなった）。 

 この Hi-netの誕生により、それまで観測できなかった小さな地震まで計測できるようになり、DuMAが

現在実施しています「地下天気図プロジェクト」のような地震活動のゆらぎを検出することが実施できるよ

うになったのです。また震度はそれまで、気象庁の職員が“体感”で決めていたのですが、それが機械

が震度を決める“計測震度計”というものに置き換わるきっかけとなりました。一般の方に関しましては、こ

の震度観測体制が劇的に変わった事が最も大きく影響を与える事になったと思います。 

 

震度インフレ 

 下の図は、１９９５年の阪神大震災で震度が求まった地点（左）と２０１８年の大阪北部地震の震度分布

（右）です。大阪北部地震の時に「大阪で初めて震度６弱が観測された」との報道がなされましたが、こ

れはある意味間違いで、1995年当時と 2018年では全く震度観測点の数が違う事を理解しておく必要

があるのです。つまり現在の日本は昔と比べて、大きな震度が出やすい状況なのです。つまり「震度イン

フレ」とも言える状況なのです。 

 

 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

首都圏の地下天気図® 

 １２月９日のニュースレターに引き続き、１月１７日時点の首都圏に特化した地下天気図です。首都圏

は直下にフィリピン海プレート、その下に太平洋プレートが存在し、非常に深い所まで地震が発生して

いるという特徴があります。 

 昨年１２月３日、４日に震度４を記録する地震が関東地方の異なった３つの地点（茨城県南部、茨城県

北部、栃木県北部）で発生しました。それ以降も１月３日に千葉県東方沖で震度４、１月１４日に茨城県

南部で震度を記録する地震が発生しました。 

 最初の１２月３日の地震と最後の１月１４日の地震はほぼ同じ地域で発生していますが、それ以外は異

なった場所かつ異なったメカニズムの地震です。関東地方の地震活動が通常とは異なり、活発な状況

と判断できます。 

発生日 地域 深さ マグニチュード 最大震度 備 考 

2019年 12月 3日 茨城県南部 52km Ｍ4.7 4 フィリピン海プレート上面 

2019年 12月 4日 茨城県北部 9km Ｍ4.9 4 活断層型（正断層） 

2019年 12月 4日 栃木県北部 7km Ｍ4.8 4 活断層型（横ずれ） 

2020年 1月 3日 千葉県東方沖 34km Ｍ5.8 4 太平洋プレート上面？ 

2020年 1月 14日 茨城県南部 46km Ｍ4.8 4 フィリピン海プレート上面 

２０１９年１２月３日から２０２０年１月１７日の間に関東地方で震度４以上を観測した地震 

 

下の図は１月１７日時点の L タイプ（左）および M タイプ地下天気図（右）です。１２月９日および１２月２

３日のニュースレターで見えていました埼玉県を中心とする静穏化異常が消えている事がわかります。 

 

   現状、首都圏の地震活動は非常に評価しづらい状態となっております。L タイプ地下天気図と M

タイプ地下天気図の特徴として、L タイプのほうが、地震活動活性化については敏感に、M タイプは地

震活動静穏化に敏感になるようにチューニングしてあるのですが、今の関東地方はそのように単純に評

価できない初めてといって良い状況なのです。不意打ちの地震にも備えておく事が最大の対策です。 
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